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■まとめ 

︎論理的思考力を要する良問。読解・文法・語法・語彙・作文の力がバランスよく問われる。 

 

解答方式 時間 大問数 難易度 

記述式 １２０分 ５問 標準 

 

■設問別分析 

大問 区分 内容 難易度 

1 A 読解 要約問題 標準 

B 読解 文補充 標準 

2 A 英作文 自由英作文 標準 

B 英作文 自由英作文 標準 

3 A リスニング 講義の聞き取り 標準 

B リスニング インタビューの聞き

取り 

標準 

C リスニング 会話の聞き取り 標準 

4 A 文法・語法 単語削除 標準 

B 読解 下線部和訳 標準 

5 読解 総合問題 やや難 

 

■解説 

１A 要約問題 

環境問題に関する英文を読み、８０〜１００字の日本語に要約する問題。主張、具体例の

関係を正確に読み取る訓練を行っておかなくてはならない。 

 

1B 文補充問題 

文中の空所に入れる文章を選択する問題。以下に一部を紹介する。 

      One of the best measures for judging the true complexity of a job is how easily it can 

be replaced by a machine. In the early days of the automation revolution, most people 

thought that technology would cause jobs to (    ). The factory, it seemed, would be the 



place this reduction would happen first. Assembly-line workers tightening the same few 

bolts would be swept away by machines doing the job faster, more efficiently and 

without complaint. 

 

(    )内に入るものを次から選びなさい。 

ア   disappear from the bottom up 

イ   give great personal satisfaction to the worker 

ウ   involve collecting and transmitting information 

エ   provide secure foundations for future prosperity 

オ   vanish, as employees required less direct instruction 

カ   spread to office tasks live evaluating loan applications 

キ   determine what we can take of value from our experiences 

ク   rely even more heavily on intellectual and instinctive skills 

 

 

 

 

 

ここでは(   )を含む文章の次にある this reduction に注目する。thisは前文の内容を示す

ため、「この減少」、つまり「減る」という内容が(   )内に必要となる。 

選択肢を見ると、ア disappear、オに vanishがあるためこの２つに絞ることができる。 

 

アの内容は「下層から消える」、オは「従業員が直接指示を求めなくなるにつれ、消える」

となり、ここで(   )以下の文章を見てみると、 

 

「より仕事を速く、効率的に、文句を言うことなく行う機械によって、ほんの少しの同じ

ボルトを締める組み立てラインの従業員はいなくなってしまう」とある。 

 

従って、「下層から消える」というアの文章が正解となる。 

 



2A 英作文 

自動販売機の前に立つ 2人の男女の会話を想像し、50〜70語の英語で書く問題。 

想像力が肝となるが、自分が知っている表現を駆使して書けばさほど難しい問題ではない

だろう。 

 

2B 英作文 

こちらも自由英作文。以下の問題が出題された。 

 

以下のような有名な言葉がある。これについてどう考えるか。50~70 語の英語で記

せ。ただし、下の文をそのままの形で用いてはならない。  

People only see what they are prepared to see. 

 

５０語〜７０語の自由英作文そのものは平易なものであるが、ある言葉に対して自分の考

えを書くとなると、論旨を明確にした上で、独創的なアイデアを表現する必要がある。 

 

3   リスニング問題 

いずれの問題も問題を先に読んでおくのがポイント。 

 

4A   単語削除問題 

文法上、あるいは文脈上取り除かなくてはならない単語を選ぶ問題。 

語法の正確な知識があれば解けるものがほとんどであるが、文脈から解くものも含まれる

ため、文章の内容もしっかりと読み込まなくてはならない。 

 

以下に問題の一部を紹介する。 

 

取り除かなければならない語を一語示しなさい。 

Of all the institutions that have come down to us from the past none is in the present 

day so damaged and unstable as the family has. 

 

この文章からは文末の hasを取り除けば良い。 

asや than以下は省略が起こるが、この場合 has以下に省略されるものが不明である。 

前半の none is …となっている部分を受けて、as the family isとすればよい。 



4B 和訳問題 

標準的な和訳問題である。 

 

If a welfare is acting on behalf of the community at large, it can distribute resources on 

the same basis to every member of that community, or it may operate selectively, 

providing resources only to those who need or deserve help. A case can be made on 

grounds of efficiency for either approach. 

 

●make a case for ~「〜について論証する」 

●on grounds of ~「〜を根拠として」 

 

either approachの解釈がポイントとなる。 

ここでは、orで結ばれた、” it can distribute resources on the same basis to every member 

of that community”と” it may operate selectively, providing resources only to those who 

need or deserve help”の内容を加味して訳さなくてはならない。 

 

答え 

共同体の資材を全員に平等に分配するか、支援を必要としている人のみに提供するかとい

う２つの考え方は、どちらも効果的であるという点で、理にかなったものと言うことがで

きる。 

 

5 長文総合問題 

アフリカ系アメリカ人の著者が妻子とともにパリに滞在したときのことを記したブログの

記事。 

さまざまな形式で問題が出題されているが、和訳問題は自然な日本語にする必要がある。 

 

This was the last we’ll see of him for six weeks. 

 

直訳すれば、「これが６週間の間、彼を見かける最後だった」となるが、 

「これを最後に、私たちは６週間彼を目にすることはなかった」とするとよい。 


